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「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
と
李
雪
渓

柴

田

篤

　
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
い
て
、
朱
子
（
岡
三
、
ご
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
著
述
は
『
四
書
集
註
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
朱
子
文

集
』
．
『
朱
子
語
類
』
に
至
る
ま
で
数
多
く
読
ま
れ
る
が
、
中
で
も
極
め
て
短
い
文
章
で
あ
り
な
が
ら
人
々
に
殊
の
ほ
か
愛
諦
・
愛
用
さ
れ

た
の
が
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
で
あ
る
。
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
（
『
朱
子
文
集
』
巻
七
十
四
。
以
下
、
「
掲
示
」
と
略
称
す
る
）
は
、
南
康

軍
（
江
西
省
）
知
事
と
な
っ
た
朱
子
が
、
煙
筒
六
年
（
こ
七
九
）
、
荒
廃
し
て
い
た
「
白
落
丁
書
院
」
を
再
建
し
た
際
に
、
書
院
に
掲

げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
わ
ず
か
一
七
五
字
で
、
ほ
と
ん
ど
が
古
典
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
こ
れ
に
二
六
〇
字
の
短
い
艶
文
が
添
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
掲
示
」
は
こ
の
よ
う
に
短
い
文
章
で
あ
る
が
、
中
国
明
清
期
の
書
院
規
則
の
模
範
と
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮

朝
時
代
の
各
地
の
書
院
や
江
戸
前
日
本
の
藩
校
な
ど
に
も
掲
げ
ら
れ
て
、
学
問
・
教
育
の
指
針
と
さ
れ
た
。
「
掲
示
」
は
こ
の
よ
う
に
近

世
東
ア
ジ
ア
の
学
校
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
特
に
江
戸
期
の
日
本
に
お
い
て
は
、
「
掲
示
」

に
関
す
る
数
多
く
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
儒
学
史
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
時
代
に
、
最

初
に
こ
の
「
掲
示
」
に
注
目
し
て
大
い
に
こ
れ
を
顕
彰
し
た
人
物
は
、
山
崎
闇
斎
（
名
は
嘉
、
一
六
一
八
～
一
六
八
二
）
で
あ
る
。

　
彼
は
初
め
仏
僧
で
あ
っ
た
が
、
二
十
五
歳
の
時
、
儒
教
に
転
向
す
る
。
そ
し
て
、
京
都
に
お
い
て
『
關
異
』
を
著
し
て
仏
教
を
排
撃
し
、

朱
子
学
一
丁
の
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
中
で
、
『
白
鹿
洞
学
規
集
註
』
を
編
纂
し
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
自
序
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
、

三
十
三
歳
の
時
に
書
か
れ
る
が
、
闇
斎
は
そ
の
中
で
、
『
小
学
』
『
大
学
』
の
教
え
は
、
い
ず
れ
も
人
倫
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、

二
九



三
〇

「
此
の
規
は
五
倫
を
教
え
と
為
し
、
而
し
て
之
を
学
ぶ
の
序
は
、
実
に
大
学
と
相
い
発
す
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　
　
こ
の
規
は
こ
の
よ
う
に
明
確
で
完
備
し
て
お
り
、
『
小
学
』
や
『
大
学
』
と
並
ん
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
先
生
の

　
　
文
集
の
中
に
隠
れ
て
い
て
、
知
る
者
も
少
な
い
。
私
は
か
つ
て
こ
れ
を
取
り
出
し
て
、
書
斎
に
掲
げ
、
思
い
を
潜
め
て
考
究
し
た
。

　
　
最
近
、
李
退
渓
の
『
自
省
録
』
を
読
ん
だ
ら
、
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
論
じ
て
い
た
。
そ
の
論
を
受
け
て
、
反
復
し
て
み
た
ら
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
え
ん

　
　
規
の
規
た
る
所
以
が
解
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
革
の
説
を
集
め
、
各
条
の
下
に
註
を
付
け
、
同
志
と
こ
れ
に
つ
い
て
講
降
し
た
。
た
だ

　
　
嘆
か
わ
し
い
こ
と
に
、
『
小
学
』
『
大
学
』
の
書
は
〔
様
々
な
〕
学
派
や
人
々
が
説
き
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
書
を
明
ら
か
に
し
た
者

　
　
は
い
な
い
。
こ
れ
は
時
代
が
か
け
離
れ
て
し
ま
い
、
土
地
も
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
李
退
渓
の
場
合
は
朱

　
　
子
か
ら
数
百
年
も
後
に
朝
鮮
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
白
鹿
洞
書
院
に
学
ん
で
直
接
教
え
を
受
け
た
者
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

　
　
私
も
感
奮
興
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
夫
規
之
明
備
也
如
此
、
則
宜
與
小
勇
之
書
刊
行
。
耳
隠
於
夫
子
文
集
之
中
、
知
者
鮮
　
。
嘉
嘗
表
出
掲
諸
軍
、
潜
心
思
索
焉
。
近

　
　
　
看
李
退
渓
自
省
録
、
論
之
詳
突
。
得
心
論
反
復
之
、
写
糊
知
此
規
之
所
以
為
規
者
。
然
後
首
先
儒
之
説
、
註
於
逐
條
之
下
、
與
同

　
　
　
志
講
習
之
。
離
心
我
国
小
大
之
書
、
家
伝
人
諦
、
而
能
明
之
者
蓋
未
聞
其
人
　
。
此
世
遠
地
去
之
由
乎
。
甘
心
器
量
渓
、
生
於
朝

　
　
　
鮮
数
百
歳
之
後
、
而
無
異
於
洞
遊
面
命
、
則
我
亦
可
感
発
而
興
起
云
。

　
彼
は
こ
の
よ
う
に
「
掲
示
」
の
価
値
を
特
別
に
高
く
評
価
し
、
こ
れ
を
講
学
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
ま
た
「
近
思
録
序
」
（
『
垂

加
撃
』
巻
十
）
の
中
で
も
、
「
白
鹿
洞
掲
示
は
教
学
の
法
（
拠
り
所
）
で
あ
り
、
『
大
学
』
以
来
の
規
（
規
範
）
で
あ
る
」
と
高
く
顕
彰
し

て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
闇
斎
が
「
掲
示
」
を
顕
彰
す
る
に
当
っ
て
、
朝
鮮
の
朱
子
学
者
李
退
渓
（
名
は
滉
、
字
は
季
重
、

景
浩
、
一
五
〇
一
～
一
五
七
〇
）
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
儒
学
に
お
け
る
本
格
的
な
「
掲
示
」
研
究
は
闇
斎
か
ら
始

ま
っ
た
と
言
え
る
が
、
実
は
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
李
退
渓
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
既
に



渓退李
と

刷
掲
院書
洞鹿

陪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
吉
雄
博
士
が
そ
の
著
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
の
中
で
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
若
干
の
資
料
を
補
足
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
朱
子
学
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
、
「
掲
示
」
と
重
宝
渓
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二

　
山
崎
闇
斎
は
「
掲
示
」
の
註
釈
を
作
る
に
当
っ
て
、
「
学
殖
集
註
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
の
静
黙
山
が
『
大
学
結
言
補
』
（
巻

七
十
二
）
で
「
無
規
」
と
称
し
た
こ
と
な
ど
に
も
よ
る
が
、
勇
退
渓
が
『
聖
学
十
三
』
（
一
五
六
八
）
に
お
い
て
「
白
鹿
弓
造
」
と
表
現

し
た
り
、
他
の
文
章
の
中
で
も
「
学
規
」
と
述
べ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
後
、
闇
斎
学
派
の
人
々
は
こ
の
「
掲
示
」
を
尊
重
し
、
講
義
の
中
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
り
、
様
々
な
注
釈
書
を
著
し
た
り
し
て

い
る
．
、
そ
の
最
も
代
表
的
な
人
物
と
し
て
は
、
闇
斎
の
高
弟
で
あ
る
浅
見
綱
斎
（
名
は
安
正
、
一
六
五
二
～
一
七
一
一
）
の
名
が
挙
げ
ら

れ
る
。
綱
斎
は
、
闇
斎
の
『
白
白
蒸
学
規
集
註
』
を
詳
細
に
解
説
し
た
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
集
註
講
義
』
（
も
と
『
白
鹿
洞
掲
示
師
説
』

と
あ
っ
た
も
の
を
改
訂
）
を
著
し
出
版
し
て
い
る
。
綱
斎
は
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
方
正
学
も
賛
せ
ら
れ
、
李
哀
楽
も
こ
れ
に
つ
い
て
大
に
発
明
あ
る
ぞ
。
山
崎
先
生
に
至
り
穿
て
表
宿
せ
ら
れ
此
く
の
如
き
一
書
と
成

　
　
た
る
ぞ
。
ま
こ
と
に
聖
学
に
功
あ
る
と
云
う
べ
し
。

　
綱
斎
は
、
「
掲
示
」
に
つ
い
て
は
無
異
渓
も
大
い
に
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
闇
斎
に
至
っ
て
始
め
て
一
つ
の
独
立
し
た

書
物
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
、
と
明
言
し
て
い
る
。
更
に
彼
は
、
朱
子
の
半
文
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
掲
示
」
と
称
す
る
所
に
意
味
が

あ
る
の
に
、
丘
環
山
や
李
退
渓
も
「
学
規
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
闇
斎
の
『
集
註
』
が
ご
く
簡
潔

な
註
釈
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
綱
斎
の
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
集
註
講
義
』
は
こ
れ
を
更
に
詳
細
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
綱
斎
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
冬
に
「
掲
示
」
を
講
義
し
た
際
、
考
証
し
た
関
連
資
料
を
収
録
し
た
『
白
鹿
洞
書
院
掲

示
考
謹
』
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
書
物
は
、
白
鹿
洞
書
院
再
建
に
関
す
る
朱
子
の
文
章
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
が
、
直
接
「
掲
示
」
の
内

ゴ
ニ



三
二

容
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
方
孝
儒
の
「
白
鹿
笹
下
賛
」
（
『
遜
装
甲
集
』
よ
り
）
、
二
心
渓
の
「
答
金
而
言
書
」
（
『
文
集
』
よ
り
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
答
黄
仲
挙
指
革
鹿
洞
規
集
解
」
、
「
重
答
黄
仲
挙
」
（
以
上
『
自
省
録
』
よ
り
）
の
四
篇
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
篇
は
貝
器
渓
の
著
し
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
綱
斎
は
「
掲
示
」
の
中
に
、
朱
子
一
李
退
渓
一
山
崎
闇
斎
へ
と
流
れ
る
学
脈
精
神
を
読
み
取
っ
て
い
た
と
言
え

る
。　

以
上
の
「
掲
示
」
に
関
す
る
浅
見
綱
斎
の
二
つ
の
著
述
に
よ
っ
て
、
闇
斎
の
『
集
註
』
が
広
く
伝
播
す
る
と
同
時
に
、
以
後
「
掲
示
」

の
注
釈
書
や
講
義
録
が
陸
続
と
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
挙
げ
る
著
作
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
闇
斎
学
派
や
朱
子
学
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
古
学
派
や
陽
明
学
派
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。

『
学
規
仮
名
直
解
』
中
村
場
斎
（
名
は
之
欽
、
一
六
二
九
～
一
七
〇
二
）

『
白
鹿
洞
学
規
講
義
』
貝
原
益
軒
（
名
は
篤
信
、
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）

『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
口
義
』
三
宅
尚
志
（
名
は
重
固
、
一
六
六
二
～
一
七
四
こ

『
白
鹿
洞
学
規
口
解
』
中
村
蘭
林
（
名
は
世
帯
、

『
白
鹿
洞
掲
示
筆
記
』
稲
葉
黙
斎
（
名
は
正
信
、

『
白
鹿
洞
掲
示
略
解
』
沢
田
眉
山
（
名
は
正
業
、

『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
問
』
佐
藤
一
斎
（
名
は
坦
、

『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
解
義
』
同
右

一
六
九
七
～
一
七
六
こ

一
七
二
一
～
一
七
九
九
）

？
～
一
八
五
九
）

一
七
七
二
～
一
八
五
九
）

〔
朱
子
学
〕

〔
朱
子
学
〕

〔
耳
門
学
〕

〔
朱
子
学
〕

〔
崎
門
学
〕

〔
古
学
系
〕

〔
陽
明
学
〕

〔
陽
明
学
〕

江
戸
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
発
端
と
も
言
え
る
山
崎
闇
斎
と
李
退
渓
の
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

先
ず
、
浅
見
綱
斎
が
『
白
下
穿
書
院
掲
示
考
讃
』
に
収
録
し
た
李
退
渓
の
三
つ
の
書
簡
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書



渓退李
と

刷
掲
院書洞鹿

伯

簡
の
典
拠
を
以
下
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

　
「
答
金
而
精
書
」
　
　
　
　
　
　
　
『
退
渓
先
生
文
集
』
巻
二
十
九

　
「
答
黄
仲
挙
論
白
鹿
洞
規
集
解
」
　
　
『
退
渓
先
生
自
省
録
』
巻
一
、
『
退
出
先
生
文
集
』
巻
十
九

　
「
重
答
黄
仲
挙
」
　
　
　
　
　
　
　
『
退
渓
先
生
自
省
録
』
巻
一
、
『
退
渓
先
生
文
集
』
巻
十
九

　
最
初
の
「
答
金
而
追
書
」
は
、
門
人
の
金
主
精
（
名
は
就
礪
、
号
は
整
庵
、
一
五
一
七
～
？
）
に
答
え
た
書
簡
で
あ
り
、
「
掲
示
」
全

文
に
対
す
る
退
渓
の
考
え
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
金
槌
精
が
自
分
の
欠
点
は
「
学
術
が
粗
雑
・
固
随
で
、
心
慮
は
喧
喋
・
雑
駁
、
自

己
の
修
め
方
は
間
違
っ
て
お
り
、
物
事
に
対
処
す
る
の
に
軽
々
し
か
っ
た
り
で
た
ら
め
で
あ
っ
た
り
、
人
と
交
わ
る
の
に
浮
わ
っ
い
た
り

い
い
加
減
で
あ
っ
た
り
す
る
（
学
術
贔
随
、
心
慮
躁
雑
、
行
事
顛
倒
、
処
事
宜
妄
、
接
物
澄
忽
）
」
と
い
う
点
に
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対

し
て
、
退
渓
は
こ
の
五
つ
の
欠
点
は
自
分
自
身
が
深
く
憂
慮
し
て
矯
正
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
「
貴
公
は
朱
先
生
の
白
鹿

洞
規
の
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
か
。
こ
の
五
つ
の
欠
点
を
直
そ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
規
に
よ
る
の
が
一
番
だ
と
私
は
思
う
（
公

論
嘗
聞
六
器
生
白
鹿
洞
規
乎
。
滉
以
為
欲
治
五
病
在
此
一
規
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
退
渓
は
次
の
よ
う
に

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
思
う
に
、
こ
の
〔
白
鹿
血
盟
の
〕
教
え
は
人
倫
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
根
本
と
し
て
、
博
学
・
審
問
・
慎
思
・
明
弁
を
窮
理
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
点
と
し
、
修
身
か
ら
望
事
・
接
物
ま
で
を
篤
行
の
具
体
的
項
目
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
学
・
問
・
思
・
弁
を
行
っ
て
物
に
格
り
知

　
　
が
至
る
な
ら
ば
、
理
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
学
術
は
精
微
な
も
の
に
な
る
。
身
を
修
め
る
の
に
言
葉
が
忠
信
で
あ
り

　
　
行
い
が
篤
敬
で
あ
る
こ
と
を
柱
と
し
て
、
怒
を
懲
ら
し
欲
を
塞
ぎ
善
に
遷
り
悪
を
改
め
る
こ
と
で
補
う
な
ら
ば
、
行
い
は
篤
実
な
も

　
　
の
に
な
り
、
心
慮
は
喧
喋
・
雑
駁
な
も
の
で
な
く
な
り
、
自
己
を
修
め
る
の
に
間
違
う
こ
と
は
な
い
。
物
事
に
対
処
す
る
の
に
義
を

　
　
正
し
道
を
明
ら
か
に
し
、
人
と
交
わ
る
の
に
他
者
へ
の
思
い
や
り
と
自
己
に
対
す
る
反
省
が
あ
れ
ば
、
篤
実
な
行
い
が
事
物
に
表
れ

　
　
て
、
〔
物
事
に
対
処
す
る
の
に
〕
軽
々
し
か
っ
た
り
で
た
ら
め
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
必
要
は
な
く
、
〔
人
と
交
わ
る
の

三
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に
〕
浮
わ
っ
い
た
り
い
い
加
減
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
憐
れ
る
必
要
は
な
い
。

　
　
　
写
声
為
教
書
、
本
意
明
倫
而
博
学
・
審
問
・
慎
思
・
明
弁
讃
評
理
之
要
、
自
修
身
以
至
置
処
事
詰
物
為
篤
行
轟
轟
。
夫
学
問
思
弁

　
　
　
活
物
格
知
至
、
則
理
無
不
明
而
学
術
可
造
於
精
微
夷
。
修
身
主
群
忠
信
篤
敬
、
而
補
整
溶
岩
聖
遷
改
、
則
行
無
償
篤
而
心
慮
不
在

　
　
　
於
躁
雑
、
蓋
置
不
至
於
顛
倒
　
。
処
事
以
正
義
明
道
、
接
恩
讐
行
密
話
己
、
則
篤
行
又
見
於
事
物
、
而
浮
言
非
所
憂
、
滝
忽
非
所

　
　
　
慮
突
。

　
退
嬰
は
、
「
掲
示
」
の
「
五
教
演
目
」
（
明
倫
）
、
「
同
学
之
序
」
（
博
学
・
審
問
・
慎
思
・
明
弁
・
篤
行
）
か
ら
「
修
身
之
要
」
「
処
事
之

要
」
「
接
蝋
之
要
」
ま
で
の
こ
と
が
、
こ
の
「
五
つ
の
欠
点
（
五
爵
）
」
を
克
服
す
る
方
法
で
あ
る
と
こ
こ
で
説
い
て
い
る
。
彼
は
、
学
問

を
行
う
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
が
ら
が
こ
の
「
掲
示
」
に
示
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
綱
斎
が
『
白
鹿
洞
書
院
掲

示
考
謹
』
で
こ
の
文
章
を
引
用
し
た
の
は
、
「
掲
示
」
本
文
が
学
問
の
要
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
書
簡
が
端
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
次
に
運
定
は
、
門
人
の
黄
仲
挙
（
名
は
俊
良
、
号
は
錦
渓
、
平
海
の
人
、
一
五
一
七
～
一
五
六
三
）
宛
の
蒼
黒
の
書
簡
を
二
通
引
用
し

て
い
る
。
退
渓
五
十
九
歳
（
一
五
五
九
年
）
の
作
で
あ
る
。
闇
斎
が
「
白
鹿
洞
学
規
集
註
序
」
の
中
で
、
「
最
近
、
李
退
渓
の
『
自
省

録
』
を
読
ん
だ
ら
、
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
論
じ
て
い
た
」
（
近
看
李
編
垂
自
省
録
、
論
冬
蔦
突
）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
書
簡
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
「
答
弁
仲
挙
黒
白
鹿
洞
規
集
解
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
、
黄
仲
挙
が
朴
松
堂
（
名
は
英
、

字
は
子
実
、
密
陽
の
人
、
一
四
七
一
～
一
五
四
〇
）
の
『
白
富
里
規
集
解
』
に
つ
い
て
論
及
し
た
書
簡
に
対
し
て
、
退
渓
が
自
分
の
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
『
白
鹿
洞
規
集
解
』
と
あ
る
の
は
、
『
松
堂
先
生
文
集
』
巻
一
所
収
の
「
白
鹿
洞
々
解
」
（
以
下
「
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
」
と
略
す
）
の
こ
と
で
あ
る
。
正
徳
十
三
（
一
五
一
六
）
年
、
松
堂
四
十
八
歳
の
時
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
規
解
」
は
「
五
教

之
目
第
一
」
「
為
学
之
序
第
二
」
「
修
身
面
高
第
三
」
「
金
事
之
要
第
四
」
「
接
物
理
要
第
五
」
の
五
節
と
践
文
と
か
ら
な
る
。
「
規
解
」
は

典
拠
と
な
る
文
章
の
ほ
か
、
そ
れ
に
関
連
し
た
君
子
や
朱
子
、
呂
東
莱
、
張
南
軒
等
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
松
堂
は
第
一
か



渓退
李と

刷
掲
院書
洞鹿

陥

ら
第
五
ま
で
の
「
規
解
」
の
後
に
『
論
語
』
の
「
子
日
参
広
言
道
一
以
貫
之
」
（
国
士
篇
）
と
「
顔
淵
問
為
邦
」
（
雛
型
公
篇
）
の
二
章
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

掲
げ
て
、
「
右
二
章
、
論
語
の
中
よ
り
得
て
、
諸
を
語
末
に
書
し
、
以
て
学
ぶ
者
に
示
す
。
蓋
し
能
く
此
の
規
を
行
い
て
此
の
一
貫
の
妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ

を
暁
ら
か
に
し
、
此
の
邦
を
為
む
る
の
道
に
達
し
て
、
挿
め
て
可
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
い
て
、
「
規
内
の
数
條
は
、

皆
誠
敬
を
以
て
主
と
為
す
。
若
し
敬
を
以
て
主
と
為
さ
ざ
れ
ば
、
固
よ
り
下
手
着
力
の
処
無
し
。
…
蓋
し
道
に
体
用
有
り
。
唯
だ
誠
、
之

を
主
と
す
」
と
し
て
、
「
敬
」
と
「
誠
」
に
つ
い
て
の
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。
蹟
文
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
今
、
主
上
は
四
方
の
学
徒
の
事
を
思
い
、
朱
文
公
の
学
規
を
取
り
出
し
て
学
林
に
掲
げ
ら
れ
た
。
学
に
志
す
者
は
〔
こ
の
規
を
〕
心

　
　
に
会
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
且
今
聖
上
念
四
方
為
学
之
士
、
拮
出
朱
文
公
之
規
、
掲
干
儒
林
。
若
有
志
者
、
其
可
不
心
得
乎
。

　
つ
ま
り
、
朴
松
堂
の
「
繋
馬
」
は
、
天
子
（
中
宗
）
の
命
で
各
地
の
学
林
に
朱
子
の
「
掲
示
」
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
松
堂
先
生
文
集
』
巻
二
・
附
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
白
鹿
洞
規
五
識
」
（
黄
孝
献
撰
）
に
、
「
朱
文
公
の
白

鹿
洞
規
に
は
、
以
前
は
注
解
が
な
か
っ
た
が
、
今
は
こ
の
注
解
が
存
在
す
る
」
（
朱
文
公
評
鹿
筆
規
、
古
詳
解
、
今
有
解
）
と
あ
る
か
ら
、

「
掲
示
」
の
本
格
的
注
釈
は
こ
の
「
規
解
」
に
始
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
識
」
で
は
、
「
こ
の
学
童
を
理
解
し
よ
う
と
思
え
ば
、
必
ず
こ

の
注
解
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
欲
知
此
規
、
須
知
此
解
）
、
「
規
と
解
は
前
後
、
同
じ
道
で
あ
る
。
学
ぶ
者
は
卑
近
〔
な
言

葉
〕
だ
か
ら
と
い
っ
て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
（
日
干
日
日
、
前
後
一
揆
。
学
者
不
可
以
其
近
而
忽
焉
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
『
松
堂
先
生
文
集
』
巻
二
・
附
録
に
あ
る
「
議
状
」
（
金
在
野
撰
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
ま
た
〔
先
生
は
〕
「
白
鹿
豆
苗
解
」
を
著
し
、
朱
夫
子
の
考
え
を
祖
述
し
て
、
諸
儒
の
説
で
補
足
さ
れ
た
。
末
尾
に
自
ら
言
文
を
書

　
　
か
れ
、
繰
り
返
し
解
き
明
か
し
て
、
世
の
士
民
に
教
え
ら
れ
た
。
従
い
教
化
さ
れ
る
者
は
多
か
っ
た
。

　
　
　
又
著
白
露
語
規
律
、
祖
述
朱
夫
子
而
補
以
諸
腰
説
。
末
韻
書
為
践
、
反
復
暁
釈
、
以
教
江
之
士
民
。
従
而
化
之
響
岩
。

　
始
め
て
作
ら
れ
た
「
掲
示
」
の
注
釈
で
あ
る
「
規
解
」
が
、
士
民
の
教
化
に
大
い
に
役
立
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
黄
仲
挙
が
こ
の
「
規

三
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解
」
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
退
渓
に
質
問
の
書
簡
を
送
っ
た
の
は
、
「
規
解
」
が
著
さ
れ
て
約
四
十
年
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む

た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
退
渓
は
こ
れ
に
対
し
て
詳
細
な
返
事
を
書
き
送
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
書
が
始
め
て
刊
行
さ
れ

四

　
退
渓
は
返
書
の
冒
頭
で
黄
仲
挙
の
次
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
　
正
其
義
不
謀
其
利
　
以
義
対
利
説
而
又
引
利
者
義
之
和
也
、
融
融
謀
之
意
如
何
。

　
こ
れ
は
、
「
掲
示
」
の
「
隠
事
之
要
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
董
仲
之
の
「
正
着
義
不
謀
勢
利
」
の
語
に
つ
い
て
、
「
増
刊
」
が
朱
子

の
「
義
者
当
然
之
理
、
利
者
義
之
和
也
」
と
い
う
言
葉
を
援
用
し
た
こ
と
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
董
子
の
原
文
は
義

と
利
と
を
対
立
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
、
「
利
者
義
之
和
也
」
（
『
野
塩
』
乾
卦
文
言
伝
）
の
語
を
引
用
す
る
と
、
「
其
の
利
を
謀
ら
ず
」
と

あ
る
本
文
の
意
味
と
齪
酷
を
来
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
退
位
は
、
「
そ
も
そ
も
利
は
義
の
和
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
義
と
相
い
対
立
し
て
消
長
勝
負
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
利
が
も
と
も
と
そ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
の
で

は
な
く
、
人
の
心
の
あ
り
方
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
る
」
（
重
利
錐
登
臨
義
之
和
、
畢
寛
解
義
相
対
為
消
長
勝
負
者
、
非
利
之
故
然
、
人

心
使
血
判
也
）
と
述
べ
、
だ
か
ら
朱
子
は
前
言
に
引
き
続
い
て
「
し
か
し
君
子
は
専
ら
そ
の
義
を
正
そ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
決
し
て

予
め
そ
の
利
を
謀
ろ
う
と
は
し
な
い
。
利
を
謀
る
心
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
の
た
め
に
す
る
心
が
あ
っ
て
そ
う
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
然

君
子
六
欲
正
仁
義
身
為
。
未
嘗
預
謀
雄
心
。
有
謀
利
之
心
、
則
是
有
所
為
而
為
之
）
と
説
い
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
こ
こ
で

利
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
良
く
な
い
も
の
で
は
な
く
、
利
を
謀
る
心
に
よ
っ
て
良
く
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
」
（
言
説
利

字
、
初
非
不
好
、
縁
被
謀
之
聖
心
、
翼
成
不
好
了
）
の
で
あ
る
か
ら
、
「
利
者
義
之
和
也
」
の
語
と
齪
飴
を
来
す
も
の
で
は
な
い
、
と
説

明
を
し
て
い
る
。
『
退
渓
先
生
文
集
』
（
巻
十
九
）
所
収
の
同
書
簡
で
は
、
こ
れ
に
続
い
て
黄
仲
挙
が
「
規
解
」
の
自
践
の
文
章
を
ニ
年
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
に
し
た
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
て
、
自
分
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
『
自
省
録
』
で
は
こ
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
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銀
魚
は
、
以
上
の
回
答
に
続
い
て
、
「
規
解
」
全
体
に
対
す
る
自
ら
の
考
え
を
開
陳
し
て
い
る
。
先
ず
退
渓
は
、
朴
松
堂
が
「
規
解
」

本
文
の
後
に
、
『
論
語
』
か
ら
二
章
を
取
り
上
げ
て
自
説
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
学
規
」
を
不
十
分
な
も
の
と
し
て
、
そ
の
欠

を
再
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
必
要
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
践
文
の
中
で
「
誠
」
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
に
は
六
つ
の

弊
害
が
あ
る
と
指
摘
し
、
一
つ
ず
つ
論
駁
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
集
解
は
啓
発
す
る
所
が
多
い
が
、
仔
細
に
考
え
て
み
る
と
合
点
の
い
か
な
い
所
が
数
条
あ
る
。
話
説
は
意
図
す
る
所
は
良
い
が
、
つ

　
　
き
つ
め
て
論
じ
れ
ば
前
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
恨
み
な
し
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
は
今
ど
の
よ
う
に
し

　
　
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
先
輩
を
あ
げ
つ
ら
う
の
は
、
も
と
よ
り
後
学
が
軽
軽
し
く
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

　
　
道
理
を
分
析
し
議
論
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
い
さ
さ
か
も
な
お
ざ
り
に
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　
集
解
難
甚
発
明
而
仔
細
考
之
、
有
数
条
不
合
者
。
後
喜
錐
好
意
思
而
究
極
論
之
、
又
有
如
前
面
云
者
、
使
人
離
能
無
遺
恨
於
此
也
。

　
　
　
然
則
今
当
如
之
何
而
可
也
。
夫
非
議
先
輩
、
固
後
学
総
監
認
定
也
。
然
至
重
析
理
論
道
、
則
一
毫
不
可
荷
也
。

　
退
渓
は
「
如
意
」
に
対
す
る
自
ら
の
姿
勢
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
最
終
的
に
次
の
よ
う
な
結
論
を
提
示
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
「
規
解
」
に
つ
い
て
は
、
道
理
を
知
り
是
非
を
弁
え
た
門
人
と
一
緒
に
な
っ
て
そ
の
得
失
を
考
え
議
論
し
て
、
削
る
べ
き
所
は

　
　
削
り
残
す
べ
き
所
は
残
し
て
、
改
訂
し
て
世
に
出
す
な
ら
ば
、
後
学
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
だ
。

　
　
　
是
解
也
、
得
與
其
門
人
之
識
道
理
公
是
非
者
前
論
其
得
失
、
置
去
其
所
可
並
存
其
所
可
存
、
改
血
以
行
於
世
、
則
後
学
之
幸
也
。

　
退
渓
は
以
上
の
よ
う
に
朴
松
堂
の
「
下
煮
」
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
を
歯
に
衣
着
せ
ず
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡
の
中
で
朱
子

の
「
掲
示
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
朱
先
生
の
学
問
は
、
全
体
大
蒜
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
が
、
学
ぶ
者
の
た
め
に
学
規
を
作
る
に
当
た
っ
て
は
、
た
だ
五
倫
を
根
本

　
　
と
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
学
を
修
め
る
順
序
を
記
し
、
最
後
に
篤
実
に
行
う
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
る
だ
け
で
、
完
全
な
道
の
本
質
に

　
　
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
や
は
り
孔
門
の
感
量
、
先
王
の
教
法
で
あ
る
。

三
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三
八

　
　
　
子
朱
子
之
学
、
全
体
大
用
素
望
、
而
其
処
学
者
立
規
也
、
特
以
五
倫
為
本
、
而
壷
皿
以
為
学
田
序
、
終
之
以
篤
行
当
事
、
不
及
於

　
　
　
道
体
之
全
、
其
亦
孔
門
之
遺
意
、
先
王
之
教
法
也
。

　
退
渓
は
、
朱
子
の
「
掲
示
」
に
は
「
道
体
の
全
」
に
関
す
る
言
及
が
な
く
て
も
、
「
孔
門
の
遺
意
、
先
王
の
教
法
」
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
自
省
録
』
所
収
の
も
う
一
つ
の
書
簡
「
重
答
黄
仲
挙
」
は
、
警
報
が
前
便
で
論
じ
た
こ
と
を
更
に
補
足

し
て
い
る
。

　
朴
松
堂
の
「
規
解
」
を
め
ぐ
る
黄
仲
立
と
李
退
渓
と
の
往
復
書
簡
に
よ
る
議
論
は
、
「
掲
示
」
に
「
孔
門
の
遺
意
、
先
王
の
教
法
」
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
掲
示
」
及
び
そ
の
解
釈
自
体
が
、
朱
子
学
理
解
に
関
わ
る
哲
学
的
議
論
の
対
象
と
な
る
、
と

い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
山
崎
闇
斎
が
「
最
近
、
早
退
渓
の
『
自
省
録
』
を
読
ん
だ
ら
、
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
論
じ
て
い
た
。

そ
の
論
を
受
け
て
、
反
復
し
て
み
た
ら
、
こ
の
規
の
規
た
る
所
以
が
解
っ
た
」
（
前
出
）
と
述
べ
た
の
は
、
実
に
こ
の
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
と
言
え
る
。
「
掲
示
」
の
持
つ
意
味
、
そ
し
て
「
掲
示
」
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
の
意
味
、
こ
れ
こ
そ
が
闇
斎
が
退
渓
に
強
く
共

感
し
つ
つ
、
『
白
鹿
洞
学
規
集
註
』
を
著
す
に
至
っ
た
、
大
き
な
動
機
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
李
退
渓
は
自
ら
「
掲
示
」
に
対
す
る
詳

細
な
注
釈
書
を
著
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
彼
が
詳
細
に
論
評
し
た
「
規
解
」
の
よ
う
な
注
釈
書
が
、
や
が
て
退
渓
の
文
章
を
読
ん
だ

闇
斎
そ
し
て
そ
の
門
人
た
ち
を
通
し
て
次
々
に
世
に
出
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
最
後
に
、
退
渓
と
「
掲
示
」
の
関
係
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
最
晩
年
（
一
五
六
八
年
）
に
著
し
た
『
聖
学
十
図
』
を
取
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
退
渓
は
六
十
八
歳
の
時
、
宣
祖
に
対
し
て
政
教
の
根
本
を
論
じ
た
「
戊
辰
封
事
」
を
た
て
ま
つ
り
、
あ
わ
せ
て
『
聖
学
十

図
』
を
進
講
し
た
。
全
体
の
構
成
は
、
「
進
聖
学
厩
立
筍
」
に
続
い
て
、
「
第
一
太
極
図
」
「
第
二
西
銘
図
」
「
第
三
小
学
図
」
「
第
四
大
学

図
」
「
第
五
白
鹿
洞
規
図
」
「
第
六
心
慰
性
情
図
」
「
第
七
仁
説
図
」
「
第
八
心
学
図
」
「
第
九
敬
斎
箴
図
」
「
第
十
夙
興
夜
警
図
」
か
ら
成
っ
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て
い
る
（
『
退
渓
先
生
文
集
』
里
国
所
収
）
。
こ
の
う
ち
、
第
三
図
、
第
五
図
、
第
九
図
、
及
び
第
六
図
の
中
毒
と
下
図
は
、
退
渓
自
身
の

手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
細
図
の
下
に
そ
の
本
に
な
っ
て
い
る
文
章
が
引
か
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
退
歩
の
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
退
渓
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
聖
学
十
図
」
は
「
聖
学
の
大
端
」
「
心
法
の
至
要
」
を
図
と
説
に
よ
っ
て
表
し
、
人
々
に
「
入
道
の
門
、
積

徳
の
基
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
小
学
」
「
大
学
」
の
二
図
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
二
図
は
、
「
事
端
拡
充
、
体
益
虫
道
、
極
致
之

処
」
で
「
小
学
と
大
学
の
基
準
・
根
源
」
（
小
学
大
学
之
標
準
本
原
）
で
あ
り
、
下
に
あ
る
六
二
は
「
明
善
誠
身
、
崇
徳
広
業
、
用
力
之

処
」
で
「
小
学
と
大
学
の
立
脚
地
・
具
体
的
働
き
」
（
小
学
大
学
之
田
地
事
功
）
で
あ
る
。
そ
し
て
退
渓
は
、
「
敬
」
が
上
下
を
貫
い
て
お

り
、
「
，
こ
の
聖
学
十
図
は
す
べ
て
敬
を
根
本
と
す
る
」
（
今
繋
恋
図
、
皆
以
敬
為
主
焉
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
第
五
白
鹿
洞
規
図
」
で
は
、
「
掲
示
」
本
文
を
図
示
し
た
後
、
「
洞
規
後
装
」
と
し
て
朱
子
の
捻
文
を
引
き
、
短
い
解
説
文
を
記
し
て

い
る
が
、
後
半
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
臣
（
私
）
は
今
、
謹
ん
で
「
白
鹿
洞
規
」
の
本
文
の
項
目
に
従
っ
て
こ
の
図
を
作
り
、
考
察
・
反
省
の
便
に
供
す
る
も
の
で
す
。
思

　
　
い
ま
す
に
、
箋
舜
の
教
え
は
〔
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
の
〕
五
品
に
あ
り
、
三
代
の
学
は
す
べ
て
人
倫
を
明
ら
か
に
す

　
　
る
た
め
の
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
「
規
」
に
あ
る
窮
理
と
力
行
は
す
べ
て
五
倫
に
基
づ
く
の
で
す
。
そ
も
そ
も
帝
王
の
学
に

　
　
お
け
る
規
範
や
禁
令
は
、
普
通
の
学
徒
〔
が
守
る
も
の
〕
と
す
べ
て
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
人
倫
を
根
本
と
し
て

　
　
窮
理
と
力
行
を
行
っ
て
、
心
を
養
う
た
め
の
重
要
な
方
法
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
全
く
同
じ
で
す
。
で
す
か
ら
、

　
　
こ
の
図
を
謹
ん
で
奉
り
、
朝
夕
の
戒
め
の
用
に
供
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
臣
今
謹
依
規
文
本
目
作
此
図
、
以
富
盛
省
。
蓋
唐
虞
之
教
主
五
品
、
三
代
之
学
皆
所
以
明
人
倫
。
故
規
之
窮
理
力
行
、
皆
本
於
五

　
　
　
倫
。
且
帝
王
之
学
、
其
規
矩
禁
防
之
具
、
錐
與
凡
学
者
有
不
能
尽
同
者
、
然
本
田
郵
倫
而
窮
理
力
行
、
農
事
得
夫
心
法
切
要
処
、

　
　
　
未
嘗
不
同
也
。
故
拝
献
是
図
、
以
備
朝
夕
賛
御
之
箴
。

　
退
渓
は
「
白
忙
裏
規
図
」
ま
で
の
五
図
は
、
「
天
道
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
作
用
は
人
倫
を
明
ら
か
に
し
て
徳
業
に
務
め
る
も
の
で

三
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四
〇

あ
る
」
（
本
甲
天
道
、
而
功
在
明
人
倫
愁
徳
業
）
と
し
、
以
下
の
五
図
は
、
「
心
性
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
要
点
は
日
常
の
作
用
に
勉
め

て
畏
敬
を
尊
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
る
」
（
畏
敬
原
於
心
性
、
雲
斎
在
番
日
用
崇
敬
畏
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
退
渓
の
説
を
総
合
的
に
見
る
な
ら
ば
、
「
聖
学
十
図
」
に
お
け
る
「
白
鹿
洞
規
図
」
の
位
置
付
け
は
、
天
道
に
基
づ
く
人
倫
（
五

倫
）
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
学
問
の
あ
り
方
（
知
と
行
）
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
、
「
心
法
面
要
論
」
即
ち
心
を
養
う
工
夫
の
要
点

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
言
え
る
。
聖
学
が
「
天
道
」
に
基
づ
く
こ
と
と
、
「
人
道
」
（
人
倫
実
践
）
の
具
体
的
方
法
を
示
す
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
「
聖
三
十
図
」
に
よ
っ
て
、
「
掲
示
」
が
「
聖
学
の
大
端
」
「
心
心
の
至
要
」
を
示
す
も

の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
掲
示
」
は
単
な
る
「
学
規
」
の
一
つ
で
は
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
山
崎
闇
斎
を
初
め
と
す
る
江
戸
期
の
朱
子
学
者
に
お
い
て
、
「
掲
示
」
が
特
別
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
李

退
渓
と
の
出
会
い
が
、
江
戸
儒
学
に
お
け
る
「
白
無
業
書
院
掲
示
」
の
顕
彰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

【
注
釈
】

（
1
）
　
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
の
本
文
及
び
践
文
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　
父
子
有
親
　
君
臣
有
義
　
夫
婦
有
別
　
長
幼
有
序
　
朋
友
有
信

　
　
　
右
五
教
之
目
。
発
舜
常
識
為
書
徒
業
敷
五
教
、
即
此
是
也
。
学
者
学
此
而
已
。
而
其
所
以
学
之
之
序
亦
有
五
焉
。

　
　
博
学
之
　
審
問
之
　
謹
思
之
　
明
弁
之
　
篤
行
之

　
　
　
右
為
学
之
序
。
学
問
思
弁
智
者
、
所
以
窮
理
也
。
若
夫
篤
行
誓
事
、
則
自
修
身
愚
書
千
畑
事
黒
物
、
卑
官
有
要
。

　
　
言
忠
信
行
篤
敬
　
三
盆
窒
慾
遷
善
改
過

　
　
　
右
修
身
之
要
。

　
　
正
其
義
不
謀
其
利
　
明
其
道
不
計
其
功

　
　
　
右
処
事
之
要
。

其
別
如
左
。

其
別
府
左
。
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己
所
不
欲
勿
施
於
人
　
行
有
不
得
反
求
諸
己

　
　
　
右
接
物
之
要
。

　
　
烹
漏
壷
古
昔
聖
賢
所
以
教
人
為
学
之
意
、
莫
非
使
之
講
明
義
理
、
以
修
其
身
、
然
後
難
以
騒
人
。
非
徒
丁
霊
務
記
覧
為
詞
章
、
以
釣
声
名
取
利
禄
而
已
也
。

　
　
今
人
之
為
学
者
、
則
既
反
面
　
。
然
聖
賢
所
以
教
人
之
法
、
具
存
立
経
。
有
志
之
士
、
固
當
熟
読
深
思
責
問
辮
之
。
勇
知
其
理
之
當
然
而
責
其
身
以
必
然
、

　
　
則
美
規
矩
禁
防
面
素
、
量
待
他
人
設
之
、
爆
管
有
所
持
黒
色
。
近
世
於
墨
髭
規
、
其
待
学
者
、
為
歯
面
　
。
而
其
為
法
、
又
未
必
古
人
之
意
也
。
故
今
不

　
　
隠
密
霊
前
此
堂
。
而
受
取
凡
聖
賢
所
以
教
人
為
学
之
大
端
、
條
列
如
右
、
而
掲
之
眉
間
。
諸
君
其
相
與
講
料
遵
守
、
而
責
之
前
身
焉
、
則
夫
思
慮
云
為
之

　
　
際
、
其
所
以
戒
謹
而
恐
催
者
、
必
有
厳
於
彼
者
　
。
其
有
不
時
、
而
曲
節
於
此
言
霊
子
棄
、
則
彼
所
謂
規
者
、
必
将
取
之
、
固
不
得
将
帥
也
。
諸
君
其
亦

　
　
念
之
哉
。

（
2
）
　
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
）

（
3
）
　
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
に
現
れ
て
い
る
朱
子
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
朱
烹
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
』
の
思
想
」
（
『
町
田
三
郎
教
授
退
官
記
念
中
国

　
　
思
想
史
論
叢
』
同
刊
行
会
、
一
九
九
五
）
を
参
照
。

（
4
）
　
括
弧
内
の
各
典
拠
は
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
考
謹
』
の
注
記
で
あ
る
。

（
5
）
　
江
戸
時
代
の
儒
学
者
と
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
白
滅
菌
書
院
掲
示
』
と
江
戸
儒
学
」
（
『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東

　
　
洋
学
論
集
』
汲
古
書
店
、
一
九
九
六
）
を
参
照
。

（
6
）
　
こ
の
書
簡
は
山
崎
闇
斎
の
『
文
会
筆
録
』
巻
十
六
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
現
存
の
『
錦
渓
先
生
文
集
』
（
「
韓
国
歴
代
文
集
叢
書
」
㎜
）
に
は
内
意
・
巻
四
に
三
通
、
外
集
・
巻
七
に
十
四
通
、
馬
主
業
態
書
簡
が
収
め
ら
れ
る
が
、

　
　
当
該
書
簡
は
未
収
で
あ
る
。

（
8
）
　
『
松
堂
先
生
文
集
』
巻
一
所
収
の
「
白
鹿
洞
規
解
」
に
、
「
正
徳
海
門
春
、
燈
下
添
書
」
と
あ
る
。
ま
た
『
松
堂
先
生
文
集
』
巻
二
・
附
録
に
収
録
さ
れ

　
　
て
い
る
「
白
鹿
洞
規
準
賊
」
（
不
著
撰
人
）
に
は
「
戊
寅
六
月
十
八
日
書
」
と
見
え
る
。
正
徳
十
三
年
は
、
中
宗
十
三
（
一
五
一
六
）
年
に
当
た
る
。

（
9
）
　
「
白
鹿
洞
贈
爵
駿
」
に
も
、
「
方
今
聖
上
、
学
尊
孔
孟
、
治
具
三
代
、
第
念
学
者
不
可
一
野
草
造
聖
人
之
域
。
故
以
朱
子
白
鹿
洞
癌
掲
示
四
方
。
此
実

　
　
登
高
自
卑
、
徹
上
徹
下
之
枢
紐
也
。
而
今
君
之
補
解
尤
有
力
焉
。
善
悪
深
嘉
其
意
乎
」
と
見
え
る
。

（
1
0
）
　
『
退
渓
先
生
自
省
録
』
の
「
三
親
仲
卸
論
白
地
理
規
集
解
」
に
、
「
松
堂
朴
公
有
集
解
、
近
廻
刊
行
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
綱
斎
の
『
白
鹿
洞
書
院
掲
示
考
謹
』
も
、
こ
の
書
簡
を
『
自
省
録
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

四
一



四
二

月
引
用
文
献
】

　
『
退
渓
先
生
文
集
』
（
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
院
編
『
増
補
退
渓
全
書
』
第
一
・
二
冊
所
収
）

　
『
退
渓
先
生
自
省
録
』
（
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
院
編
『
増
補
退
渓
全
書
』
第
三
冊
所
収
）

　
『
松
堂
先
生
文
集
』
（
景
仁
文
化
社
刊
『
韓
国
歴
代
文
集
叢
書
』
3
3
所
収
）

〔
附
記
〕
本
稿
は
李
退
渓
生
誕
五
百
周
目
を
記
念
し
て
、
二
〇
〇
一
年
十
月
十
五
～
十
六
日
目
成
均
館
大
学
校
（
韓
国
ソ
ウ
ル
）

催
さ
れ
た
「
第
十
七
次
退
渓
学
国
際
学
術
会
議
」
（
国
際
退
渓
学
会
主
催
）
に
参
加
し
て
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。

で
開


